
 

 

 

 

 

 

～防災教育に力を入れて取り組んでいます～ 

『学校での取組み』  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年１２月２２日 

第１号 防災だより 
岐阜県立大垣特別支援学校 

＊命を守る訓練・シェイクアウト訓練＊ 
今年度は、４月に「地震」、５月に「火災」、６月に「浸水害」、１２月に「複合災害」を想定した４回の命を守

る訓練と、地震の際に安全確保行動をとるためのシェイクアウト訓練を月に 1 回ずつ行いました。 

４月５月の訓練では、新しい教室からの避難や地震・火災それぞれの対応の仕方等を学びました。また、６月

の訓練では、浸水害を想定した垂直避難の訓練を行いました。ご家庭で準備していただいた自助バック（個々の

実態に合わせた、非常食や水、食器具、薬、おもちゃ等が入っています）を背負ったり、長時間の避難に備えた

グッズを持ったりして、２階・３階の教室に避難しました。 

 12 月には震度５強の地震に加え、調理室にて火災が発生した想定での訓練を行いました。ガラスの破片に見

立てたペットボトルキャップを避けて通ったり、地震で家具等が倒れて道がふさがれているところを避けて別の

ルートで避難したりすることができました。訓練中は、教師の話や放送をよく聞き、いつもとは違う様子の校内

を慎重に歩いたり、ポケットからハンカチを出して口を塞ぎ、姿勢を低くして避難したりする姿も見られました。 

 また、シェイクアウト訓練では、地震が起きた時に、すばやく安全な行動がとれるよう、様々な時間帯で訓練

を行っています。回を重ねるたびに、緊急地震速報が流れると、自分で安全な姿勢をとったり、周囲を見て、 

物が落ちていないところに移動したりする姿が見られるようになってきました。 

 

防災月間① ＊地震体験車・水消火器の体験＊ 
9 月の防災月間では、小学部 6年生と中学部１・３年生、高等部 2 年生の希望者が、 

地震体験車で揺れを体感しました。大きな揺れを感じ、身体を低くして机の脚をしっかり 

持つことの大切さを学ぶことができました。 

また、中学部のⅢ学級と高等部の 3年生・Ⅲコースの生徒は、水消火器を使って、初期 

消火を安全に行うための体験をしました。どの生徒も消火器をしっかりと持ち、対象物を 

よく狙って放水することができました。 

防災月間② ＊防災掲示板＊ 
中央廊下に防災掲示板を設置し、災害図上訓練（全校 DIG）をしました。地震の時に倒れそうなものはないか、

危険な場所はないか等、災害を具体的に想像し、危険個所を確認してまわり、掲示板の校内図に書きこみました。  

また、防災に関する塗り絵や注意喚起のポスターの作成、防災クイズや浸水害についての調べ学習にも取り組

み、防災・減災についての学習をしました。高等部の生徒は水害について学ぶだけでなく、ふり仮名をつけたり、

「ここをめくってね」と書いた下にクイズの答えと解説を記載したりして、下級生にも興味をもってもらい、分

かりやすく伝わるよう工夫していました。全校での防災月間の取り組みを通して、自分たちが生活する学校 

内の危険を知ると共に、楽しく防災の知識を高めることができました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『職員研修』 

 

 

 

防災研修の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当校では、児童生徒の命を守るため、職員一人ひとりが災害時に適切な判断と行動ができるよう、実践的な 

防災研修を重ねています。今年の夏の研修では、大垣中消防署の方を招き、初期消火や負傷者の搬送、救助袋を

使った避難、非常用電源の操作等を体験し、緊急時に迅速に対応するための知識と技術を確認しました。 

研修を通じて、職員からは『実際に体験することで自分の役割がより明確になった』『災害時に落ち着いて行

動するための自信がついた』という声が聞かれ、意識の高まりを感じています。今後も、学校全体で防災力を高

め、子どもたちの安全を守るために努力していきます。 

 災害は起きてほしくありませんが、学校では、いつ起こるかわからない災害に備え、年間を通して防災訓練 

や防災教育を実施し、防災体制の強化に努めています。訓練だけで終わりにせず、日常生活の中で『危ない箇所

はないか』『落下の危険はないか』『どこが安全な場所か』を一人ひとりが意識することが大切です。 

冬季休みに入ります。ご家庭でも、今一度、防災グッズや非常用持ち出し袋の見直し、避難場所や連絡方法の確

認をお願いします。いざというときに備えることが、子どもたちの命を守る第一歩です。 

7 月と 11月に実施した「減災教室」の結果は、次回の『防災だより 2 号』でお知らせしていきます。 

これからも、学校とご家庭が協力し、子どもたちの安全を守るために防災意識を高めていきましょう。 

 

水消火器を使った初期消火訓練 救助袋での避難 負傷者の運搬 

消火器訓練 地震体験車 
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